
住 み 慣 れ た 地 域 で

い つ ま で も 。

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

ノ ー ス ベ ル

ご 利 用 案 内

訪問看護ステーション

ご利用案内

FAX：011-799-0648    
E-mail : north-bell@ehamo.com

○２４時間緊急対応可能 ( 年中無休 )
○早朝・土日の訪問ご相談ください

〒003-0832
札幌市白石区北郷 2 条 8 丁目 1-7 長井ビル 203 号室

月〜金曜日　８：３０〜１７：３０

訪問看護とは？
病気や障がいのために療養生活が必要な方に、
看護師がご自宅に訪問して看護を行うサービス
です。
生活上の相談やアドバイスも行い、ご本人、ご
家族が共に安心して過ごしていただけるような
サポートを目指しています。

対象となる方
○要介護・要支援と認定された方
○特定疾患と認定された方
○産前産後のお母さんとその赤ちゃんで、
　医師に訪問看護を必要と認定された方

経 験 豊 富 な 看 護 師 や 助 産 師 な ど
専 門 ス タ ッ フ が 常 時 在 籍 。

医 療 ・ 介 護 ・ 生 活 、 何 で も ご 相 談
い た だ け ま す 。
2 4 時 間 3 6 5 日 の 連 絡 体 制 な の で
夜 間 や 休 日 の 緊 急 時 も 安 心 で す 。

詳細は裏面をご覧ください

当ステーションの特徴

その他、お困りのことなど
お気軽にご相談ください。

営 業 時 間

お 問 い 合 せ
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サ ー ビ ス の 紹 介 よ く あ る 質 問 （ Q & A ）

○血圧・脈拍・体温などの測定
○病状の観察・異常の早期発見
○お薬の説明、残薬の確認

Q.　訪問看護は週に何回、利用できますか？

A. 介護保険を利用する場合は、ご本人と相談して決
めます ( ケアマネジャーによってケアプランに組
み込まれています )。医療保険を利用する場合は、
通常３回までの利用ですが、厚生労働大臣が定め
る疾患等の方や、特別な管理が必要な方は、回数
に制限がありません。

Q.　どんな方が訪問看護を利用していますか？

A.  赤ちゃんからお年寄りまで、年齢に関わりなくご
利用いただけます。住み慣れたご自宅での生活を
望む方々を支援いたします。

Q.  　訪問看護を利用する場合の費用負担は？

A.  訪問看護の利用は、介護保険もしくは医療保険を
使います。使える保険を利用者が選ぶことはでき
ませんが、公費医療を利用できる場合があります。
詳しくはご相談ください。

Q.　ご近所に訪問看護の利用を知られたくありません

A.  当ステーションでは、業務用の看板を設置してい
ない訪問車もございます。スタッフもユニフォー
ムではなく、普段着でご自宅へお伺いすることも
可能です。

健康状態や病状の観察・相談

○身体の清拭や入浴介助
○食事、排泄などの介助・指導

療養上のお世話

○低栄養や運動機能低下の予防・助言
○在宅リハビリテーション

介護予防・支援

ご家族への支援
○ご家族の状況に配慮した助言や、
　精神的サポート
○療養上の不安やお困りごとがあれば
　何でもご相談ください。

○点滴や注射、カテーテル管理など
○床ずれ予防・処置
○在宅酸素、人工呼吸器などの管理

医療処置、医療機器の管理

○生活バランスや介護の相談・助言
○コミュニケーション援助

認知症・精神疾患のケア

○痛みのコントロール、心のケア
○さいごまでご自宅で過ごすための支援

ターミナルケア

○産前産後の心身ケア、保健指導
○産後うつ支援
○赤ちゃんの発達・発育チェック
○授乳や哺乳の相談・指導
○双子や三つ子のお悩み
○その他、育児相談・支援
○ご家族支援

助産師が在籍しています
お気軽にお問い合わせください。

お任せください！

「相談できる人が身近にいたら…」

「家族に負担をかけたくない」

「病気とうまく付き合いながら 

 　　　　　　　　　仕事復帰がしたい！」

「自宅で生活できるか不安」


